
  

福島学院大学マネジメント学部地域マネジメント学科 アセスメント・ポリシー 

 

 教育課程全体を通した学修の効果と達成状況を検証し、教育課程改善及びゼミナールを通

した学生の学修支援に活用する。 

 科目レベルでは、シラバスで提示された科目ごとの到達目標達成状況を検証し、年度末ご

とに科目配置の適否、授業内容の検証と改善に活用する。 

 

評価レベルと指針 

／時期 と検証方法 

入学時・入学直後 

アドミッションポリシ

ーを満たす選抜かどう

かの判定 

 

 

在学中 

カリキュラムポリシーに

則って科目が配置され、

学習が進められているかど

うかの評価  

 

卒業時・卒業後 

ディプロマポリシーを

満たす人材であるかど

うかの判定 

 

 

教育課程 

教育効果の有効性の

評価 

・AO/一般入学試験 

・入学時アンケート

（自己評価） 

 

【学生による検証】 

・学生アンケート 

・カリキュラムマップに

よる科目配置の適正 

・カリキュラムツリーな

どによる、年次進行にと

もなう履修プログラムの

遂行状況確認 

・GPA を活用した単位、

進級判定 

・進級率、留年率 

【学生による検証】 

・ゼミナールによる学び

のふり返り 

 

・卒業要件の充足

（単位取得、卒業論

文審査など） 

・進路状況 

 

【学生による検証】 

・学生アンケート 

 

科目 

（個々の授業） 

客観的、厳格な成績評

価の妥当性の評価 

・プレイスメントテス

ト（1 年次) 

 

 

・レポートなどによる各

種能力の獲得判定、 

単位の認定 

・シラバスに定める到達

目標の達成 

・授業評価アンケートを

活用した科目の見直し 

 

・卒業時アンケート 

 

アセスメント・ポリシーに則した各調査・解析結果は、自己点検・評価委員会から教学委

員会・運営委員会・教授会に報告し、マネジメント学部の改善計画に反映される。そのこと

によって、大学全体の「学修成果の評価方針」に基づく PDCAサイクル構築の基盤とする。 


